







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































姫も「其性いさぎよくして、偏に人間の榮耀をかろしめて、只山木幽閑を忍び、終に當寺の蘭若をしめて彌陀 淨刹 のぞむ」とあっ 、生まれつき信心深かったのである。中将姫は童女のうちから「往生淨土 勤めねんごろ」で、つい は出家剃髪し ある時、一人 比丘尼
（仏の化身）
が












































極楽世界の夢を見た。七宝の行樹・黄金の池・宮殿にいたるまで経説 少しも違わず、その広大な荘厳は心も詞も及ばないものであった。建物の傍らに岩があった。阿弥陀如来が現れ、 「この岩を知っているか。これはお前の本寺と同郡の笠覆寺 東表にある岩である。今宵浄土を夢見たことが虚妄ではなかった目印である。よく心に留めよ」とお告げになった。廓然は夢覚め夜の明けるや笠覆寺に詣で と、東面の庭に夢に見たと違わぬ岩があった。以来廓然はますます心強く信心に努めた。　
廓然法師には天性の才能があった。誰に教わらなくても仏像を造ること




の法正寺に移住した。寺の本尊で秘仏の薬師如 は作者不詳だが、古 からその霊験は広く知られて た。二月中旬 廓然は夢を見た。七十歳ほどの気高い老僧が現れ、 「我は当寺の薬師仏で 汝に法を授けよう」と告げた。夢は次の晩も続き、三日目の晩には「授法と こ こ である」と舎利六粒を授けられた。夢覚めて掌を見るとえんどう豆ほど 赤・黄・白の三色の舎利が六粒あった。　
夢のお告げは本当であったのだ。廓然は何とも珍しい出来事だと思って
いると、数日後に再び夢に老僧が現れ、 「汝に舎利を授けるという奇瑞を起こしたが、信心するものがいまだ少ない。人々 信心 発させるためにもこの薬壺を授けよう。毎月八日の早朝より未の刻まで我 開帳し、弥陀の名号を唱えて諸人に縁を結ばせよ」と告げた。夢覚めると枕元に古風な壺が置かれて た。　
廓然はこの霊夢を村人に語って聞かせたが、しかし長く秘仏として祀っ







たが、廓然が老僧から授けら た壺を奉ってみるとぴったりと符合した。この壺は本尊が手ずから廓然に授けられたものなので には伏せて自身が護持していた。しかし廓然没後その所在は不明である。壺 は素晴らしい効能利益があったと思われる故なんとも残念なことである。また舎利は尾州の安泰寺に伝わっており、法正寺の秘仏開帳 今も行われている。　
右の話で興味深いのは、淨慧が廓然をあたかも行基の再来のように伝え






























じない。 すると重ね 奇瑞が起き、 託宣が繰り返し告げられ 。 する 人々
も次第にこれを受け入れ、その結果開帳・発掘が行われる。こうした経緯が共通し、さらに日時の指定があること、事後法正寺では開帳が恒例化し、行基廟には竹林寺が建立されて存続すること、すなわち仏教信仰が高まり続いているとする点が共通する。さらにいえば 法正寺の秘仏にしても行基廟にしても、全く忘れ去られた存在というわけではなく、人々にあ 程度身近なものとして存在していたも であって、しかも本来なら人々の目にさらされるべきではない秘仏や廟が開陳されてい である。　
以上の諸点を考えてみると、廓然の話は行基舎利の発見譚の流れの中に









 可能なかぎり原文の表記を尊重し、明らかな誤刻もそのまま翻刻し が、 「ヿ」（コト）等の合字は通行の表記に改め、摺墨の濃淡等による判読不能の文字は字数分の空格（□）を置いた。
一、半丁ごとに丁数を示し、各話末行と次話題との間に空行を置いた。
